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アイリスオーヤマ 会社概要
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アイリスオーヤマ 会社概要
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アイリスオーヤマ 会社概要
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質問：アイリスオーヤマって何の会社？

家電メーカー？
ペット用品・園芸用品メーカー？
日用品メーカー？
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アイリスオーヤマ 会社概要
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答え：生活と社会の課題を解決する、業態メーカー

×「素材」「カテゴリー」の業種にはとらわれない

■生活者の不満解消
「クリア衣装ケース」「ペット用犬小屋」 木製→プラスチック
■なるほど家電
アイデア（便利）＋不必要な機能をそぎ落とし、コスパ重視
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アイリスオーヤマ 商品沿革について
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アイリスオーヤマ プレゼンテーション会議
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アイリスオーヤマ BtoB（法人）BtoG（自治体）向け事業
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アイリスオーヤマ ロボティクス事業について
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ロボット事業参入経緯

2021年2月 アイリスオーヤマとソフトバンクロボティクスグループ
合弁会社「アイリスロボティクス株式会社」を設立

小売向けサービス
清掃ロボット「Whiz i ｱｲﾘｽｴﾃﾞｨｼｮﾝ」
配膳ロボット「Servi ｱｲﾘｽｴﾃﾞｨｼｮﾝ」

～法人向けサービス・ロボット事業を本格展開～
両社の得意分野

IRIS：メーカーベンダー＋新商品開発力
SBR：AIロボットOS分野の技術力

少子高齢化・労働力不足
ロボットに出来ることはロボットに。人は人らしい仕事を！

2022年2月 アイリスオーヤマとソフトバンクロボティクスグループ 資本業務提携
ロボット市場の需要創造と社会課題解決を目指すため、総額100億円増資

資本業務提携 概要
①労働者不足解消、DX化に向けた取り組み
②脱炭素社会の実現・CO2排出量削減に貢献
③新たなソリューションの開発と向上
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アイリスオーヤマ ロボティクス事業について
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Whiz i アイリスエディション
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アイリスオーヤマ スタートアップ企業事例
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自社開発体制の強化 ～ROS内製化
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アイリスオーヤマ スタートアップ企業事例
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半導体 研究・開発スタートアップ 共同開発

処理能力の高い次世代メモリー

LED照明機器やセンサーへ組み込み
省電力化 温度・湿度・人流センサー

「東北大発新興 パワースピン」サーマルカメラ共同開発
～4年後めど投入 パワースピン社設計の半導体搭載～

次世代半導体の回路設計を手掛ける東北大学スタートアップ、パ
ワースピン（仙台市）とサーマルカメラを共同にて研究開発を実施
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アイリスオーヤマ 医療系の取組について
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2020年 国内マスク生産開始

不織布、メルトブローンの製作まで行う
→ 東北大の共同研究
より強力な捕集力とナノ繊維を実現

より効率の良いフィルター製造や
捕集率の高い清掃用品の開発
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アイリスオーヤマ 投資国内回帰 ～食品事業～
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2021年飲料事業参入 大規模災害に向けて

今後想定される首都圏直下地震などを想定
ライフラインとしての飲料事業に参入
富士小山工場に6ライン 年間7億2千万本
→富士裾野工場取得 11ライン 年間19億本へ

富士小山工場（静岡県小山町） 富士裾野場（静岡県 裾野市）
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アイリスオーヤマ 投資国内回帰 ～食品事業～
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パックご飯 現時点 3ライン（年間1億7千万パック）
→ 7ライン（約4億パック）に増設予定

パックライス市場成長 22年は5%成長 （10年で1.7倍）

コロナ禍において自宅療養食として多数採用
→ パックライスの利便性と食味の再確認（保存料不使用）

→ 共稼ぎ家族の増加による時短需要の増加
食生活の多様化による自宅炊飯の減少

現状宮城県角田工場のみ生産
今後は西日本（佐賀）での生産も
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アイリスオーヤマ 事業取組について
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以上、ご清聴ありがとうございました


